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「きたベジねっと」よりワークステーション・フレニードのみなさん、
上野丘更生寮のみなさん



　認知症の家族や当事者の方の「同じ境遇にある方が、気軽
に立ち寄っておしゃべりできる場所があったら良いなぁ」と
いう想いを実現した憩いの場所。歌を歌ったり、川柳を詠ん
だり、いろいろな活動を行っています。参加費は300円でケ
ーキと飲み物のセット付き。

認知症カフェ　umeのつぶやき

　この場所を運営するNPO法人ケアットが「いろんな方が気
軽に立ち寄って、ほっと安らげる居場所を」という想いでスタ
ートさせたカフェ。メニューにもこだわり、できるかぎり国産・
無添加、おいしくて安全な珈琲とケーキのセットを350円で
提供しています。

地域福祉カフェ　はじめのいっぽ

　高齢者のボランティア団体「チャレサポ☆サクラ」さんが、
高齢者の居場所づくりを目指して始められたカフェ。参加費
は200円で飲み物とお菓子付き。最近は、午前中に‘やさい
市’を開催。篠山の高齢者が大切に作られた新鮮な野菜をぽ
っぽくらぶメンバーが笑顔で販売しています。

ぽっぽくらぶ

　子育てで大変な思い
をしている方、何かしら

の事情で

十分に食事を食べられ
ない方、忙しくて子ども

に満足な

食事を作れない方、子ど
も達と一緒に楽しくご飯

を食べ

たいと思っている方など
、誰でも安心して楽しく

食べられ

る居場所になってほしい
という想いが形になった

子ども

食堂です。様々な方の支
援で運営されています。

つながり食堂

みーつ
けたっ！

！

「はじめのいっぽ」運
営法人

　　NPO法人ケアッ
ト

　　代表　岡本芳江さ
ん

ケチャップで

ハートを描い
たよ♪

運営ボランティアのみなさん　素敵な笑顔♪

　みなさんは『地域福祉』という言葉をご存知ですか。だれもが自分の住
まう地域で安心して暮らせるよう、地域のみなさんが協力してそれぞれ
の課題解決に取り組んでいく、という考え方です。では具体的にどのよ
うな取り組みが行われているのでしょうか。今号では、実際に地域福祉
の推進に取り組む東灘区のカフェ「はじめのいっぽ」を紹介します。

　‘住み続けたい街’をつくるために、地域の
力は不可欠です。「はじめのいっぽ」は私たちな
りにできるまちの福祉を形にしたカフェとなっ
ています。近所のおじいちゃん、おばあちゃんが
子ども達にいろんなことを伝える場所。つなが
りの豊かさによって、子ども達が自由な将来を
想像できる、高齢者の方、障がいを持つ方、地
域の方が「はじめのいっぽ」を居場所にできる、
そんな場所になってほしいと思っています。ぜ
ひ、誰でも気軽に立ち寄ってくださいね。

　この場所を知ったのは、1年以上前です。最
初はママ友同士で試しに行ってみたんですが、
味良し、栄養バランス良し、雰囲気良しでとて
も気に入っています。ここで食べると野菜嫌い
の子どもがびっくりするぐらい良く食べるんで
す(笑)。私のような子ども連れだけでなく、ボラ
ンティアの方や地域住民の方も食事に来られ
るので、子どもがふだん経験できないコミュニ
ケーションの場となっている事もありがたいで
すね。

子ども食堂の
利用者さんとお

子さん

六
甲
ラ
イ
ナ
ー

JR神戸線

阪神電鉄本線

阪神高速３号神戸線

東灘
区役所

灘中学校・高等学校

魚崎小学校

魚崎駅
住吉駅

住吉駅

住
吉
川

住吉公園

国道２号線

はじめのいっぽはじめのいっぽ

今回は、毎週金曜日に開催されている子ども食堂の様子を詳しくお届け

子ども食堂とは？
　子どもやその親、およ
び地域の人々に対し、無
料または安価で栄養の
ある食事や温かな団ら
んを提供する社会活動
のひとつ。孤食の解決
や、地域コミュニティー
再構築の手段として、
2010年頃から全国に広
がっている取組み。

誰でも気軽に立ち寄れる
『地域福祉』の発信地　

落ち着いた雰囲気の外観…夜になると 幻想的な外観へ様変わり！いったい、どんなところなんだろう？

少し宿題してから帰ろっと！

あったか
ーい料理

、できた
てです！

とってもお
いしーい♪

とってもオシャレな内装で
すよ！
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神戸市北区しあわせの村1番1号
http://www.shiawasenomura.org/

TEL.078-743-8000 しあわせの村 検索

第 28回第 28回

つじあ
やの

ライブ
19:00

～

7月 28 日 土 
16 ：00 ～20 ：00    　

16：00～16:30 （雨天中止）

16：30～19:00

●快盗戦隊ルパンレンジャーVS
　警察戦隊パトレンジャー ショー

昔あそび、ミニゴルフ、点字体験 など
ペットボトルボウリング、的あてなど
おとなからこどもまでみんなが楽しめる
ゲームがいっぱい

観覧
無料

ステージイベント

受付時間     9:00～18:00
 

 

約40店が出店！休憩スペースは700席！
おもちゃ、ヨーヨー、やきとり、かき氷 など出店エリア 16：00 ～20 ：00

ゲームコーナー 16：00 ～18 ：30

わんぱく広場 16：00 ～18 ：30
無料

●県立神戸鈴蘭台高校和太鼓
●みんなで一緒にしあわせ踊り！！
●アスリートに学ぶ！体験・パラスポーツ
●ビンゴ（16：00から先着5,000名にカード配布）
　プログラムの順番、内容は前後することがあります

きたベジねっとについてもっと知りたい方はWebページへアクセス♪

http://www.kobe-kita-vege.net/

～『農福連携』って何だろう？～
　農福連携とは、担い手の高齢化と減少が進む『農業』分野と、障が
い者や高齢者の働く場所、居場所づくりの課題を抱える『福祉』分野
が連携することで、両者の課題解決を図り地域の農業維持、活性化を
目指す取り組みの総称です。
　また、2020年東京オリンピック・パラリンピックでは、これら農福
連携によって生産された農産物を飲食サービスで提供することを推
奨しており、ますます取り組みが盛んになっていくことが期待されて
います。

農産物の直売所や、農産物を使った

飲食店等の情報が載っています！

きゅうりのお漬物を輪切りにする作業が得意な利用者さん。リズミカルにトントントン♪

お買い上げ

ありがとう

ござい
まーす！

よっこらしょ！
椎茸のほだ木を運ぶよ！

販売する

加工する

作　る

北区をもっと元気に！
“きたベジねっと”の  

取組事例　「神戸市北区　農でデザインする

福祉のまちづくりネットワーク」(通

称・きたベジねっと)は、区内１０か所

の障がい者就労支援事業所及び行

政、社協等が連携し、地元農家の方

から請け負った田畑でお米や野菜

の生産・加工・販売を行ったり、草

刈りや畑の片付け作業を行うな　

　　ど、地域農業に貢献して

　　　　　います！
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きっかけはいつも ‘先生 ’
　中学校の担任の先生がとても車好きだったんです。それがきっかけで『車の整備士』になりたいと思う
ようになり、神戸科技高に入学しました。『空飛ぶ車いす研究会』に入部したのも、担任の有吉先生が見
学に誘ってくださったことがきっかけです。元々は運動部に入るつもりだったのですが、今はこっちの方
が断然楽しいです ( 笑 )。

生徒たちには、色々な
刺激を受けてほしい
　このプロジェクトは全国規
模。同じ高校生からご高齢の方、
そして異なる国の方まで、とに
かく関わる人が多い。その‘出
会い’にたくさんの刺激を受け
てほしい。そして、「僕たち、
私たちのやってる事ってすごい
やん！」って生徒たちに自信を
持ってもらいたい。その経験が
将来必ず役に立つと思います。
こんな事を言っていますが、実
は私が一番刺激を受けて、楽し
んでいますよ。

　１台の車いすには、それを長年使い続けた人の ‘想い ’がたくさん詰まっています。古くなったり、壊れたり、
身体に合わなくなったとしても、捨ててしまうのは何だか寂しい。そんな車いすを、全国の工業高校生が整備、
再生して、車いすが不足しているアジア諸国の障がい者や高齢者へ届けるボランティアリレー、それが『空飛ぶ
車いすプロジェクト』。今回は、プロジェクトに取組む、神戸市立科学技術高等学校の『空飛ぶ車いす研究会』の方々
にお話を伺いました。

福祉の
まちづくり

　元々は機械設計企業のエンジニア。
恩師の一言から教師となってはや 10
年。「 生徒に自身の‘活きた経験 ’を
伝えられる事が何よりも楽しい」と、
日々教壇に立たれている。

顧問　有吉 直文 先生

　車の整備士を目指し、神戸市立科
学技術高等学校へ。空飛ぶ車いす研
究会を見学し、「車の整備以外にも
楽しい事見つけた！」と入部を決め、
現在は部員 27 人をまとめる部長を
務める。

部長　横田 実結 さん

空飛ぶ車いす研究会で学んだこと
　人と人とのつながりの大切さを学びました。夏休みには老人ホームを訪問して車いすを修理するのです
が、普段関わることのない高齢者の方々との交流はとても刺激になります。
　８月には『空飛ぶ車いすプロジェクト』の一環で、直接タイへ行って整備した車いすをお持ちする
予定です。現地の方との交流など、貴重な体験ができることをうれしく思います。

空飛ぶ車いすプロジェクト　
神戸市立科学技術高等学校の取組み
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美味しい！かわいい
！福祉のお店

NPO法人 知的障害児者療育サポートセンター くれよん

焼き菓子とフレッシュジュースのお店　Green Green
　療育（障がいのある方が、社会的に自立できるように取り組む治療
と教育）を通して、知的障がい者の居場所づくりや社会参加を支援し
ているNPO法人知的障害児者療育サポートセンターくれよんが運
営するオシャレなお店「Green Green」。2017年12月に神戸市長
田区大正筋商店街にオープンして以来、毎日店内で焼き上げるこだ
わりのフィナンシェと美味しいスムージーが評判となっています。

〒653-0036　神戸市長田区腕塚町5丁目3-1アスタくにづか1番館104　TEL.080-4641-9040
【営業時間】平日11：00～17：00  土曜日13：00～17：00 【定休日】日・祝（土曜日は不定休）Green Green

単なる就労の場ではなく、作ること、接客
することの楽しさを感じられるお店を心が
けています。障がい者が頑張っているから、
ではなく『美味しいから』、『オシャレだから』
またお越し頂ける、そんなお店にしていき
たいと考えています。

作業を真剣に見つめる利用者さん。
どんどんスキルが上がってきて驚きの毎日。
フィナンシェが焼き上がり、いい匂い♪
お客様の「美味しい！」が何よりも励みに
なっているそうです！

郵便局 新長田駅

大
正
筋
商
店
街

新長田図書館

JR山
陽本
線

国道
2号
線

郵便局

鉄人28号

Green Green
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●�精神保健福祉ボランティア講座
こころに病のある方への理解を深め、地域で安心して暮らせるように、ボ
ランティア活動をしていただける方を養成する講座です。
8月22日（水）、8月30日（木）、9月6日（木）、9月7日～10月2日
のうち1日、10月3日（水）　14：00～16：00
【場所】�こうべ市民福祉交流センター
【対象】市内在住、在勤、在学で精神保健に関するボランティアに関心のある方　 
【定員】40名［事前受付／抽選制　8月8日（水）締切］
【参加費】2,500円

●上手な会議の作法を身につけよう！
活動や仕事を進めていく上でつきものの会議の場を、より有意義なコ
ミュニケーションの場にするための考え方や会議運営のポイントを学
びます。
9月5日（水）　9：30～17：00
【場所】�こうべ市民福祉交流センター
【対象】地域活動にかかわる市民、社会福祉事業従事者、まちづくり活動
全般に関心のある方　 
【定員】30名［事前受付／抽選制　8月22日（水）締切］
【参加費】1,000円

○申○問 神戸市社会福祉協議会　市民福祉大学
　　　☎078-271-5300　5078-271-5365
　　　E-mail：daigaku@with-kobe.or.jp

講座 市民福祉大学　講座・講演会案内

段ボールを使ってみんなで巨大昆虫ランドを作ろう！
一緒に作った小さな昆虫は、持ち帰ることもできます。
9月15日（土）、9月16日（日）　10：00～16：00
※12：00～13：00はお休み

【場所】�神戸市総合児童センター
　　　（こべっこランド）7階ホール
【対象】幼児と保護者または18歳未満の児童
【費用】無料
【定員】各日200名［当日受付／先着順］

○申○問 神戸市総合児童センタ―（こべっこランド）
　　　☎078-382-1300　5078-351-0684
　　　E-mail:mail@kobekko.or.jp

催し �〈芸工大ワークショップ〉作ろう！巨大昆虫ランド

ご寄附をありがとうございます。
みなさまの善意を神戸市内の福祉活動に役立てます　※寄附をしていただいた個人・法人は、所得税・法人税の優遇措置が受けられます

金銭口座：����岡本尚彦　匿名12件
物品口座：岡本株式会社

金銭口座：�神戸市乳児院連盟
物品口座：�����神戸市母子生活支援施設、湊川寮、更生センター

平成29年12月～平成30年4月末  
《敬称略。ご承諾をいただいた方のみ掲載しています》

 善意銀行

入れ歯怪獣スマイルくん

平成29年度「不要入れ歯回収・リサイクル事業」
にご協力いただきありがとうございました。
入れ歯には貴重な貴金属が含まれています。回
収による寄附金47,050円は、市民の福祉活動
のために役立ててまいります。

 日本入れ歯リサイクル協会

（最終日のみ終了時間16:30）

市内で芸術創作活動に取り組む障がい者から公募した全作品を展示し、審
査のうえ選ばれた作品には賞を贈り、表彰します。皆様のご来場をお待ち
しています。
9月21日（金）～9月24日（月・祝）　10：30～17：00 
【場所】�兵庫県立美術館ギャラリー棟3階ギャラリー
【費用】入場料無料

○申○問 こうべ障がい者芸術フェスタ事務局
　　　（障害者スポーツ振興センター内）

　　　☎078-271-5330　5078-271-5367
　　　E-mail:kimura@kobesad.jp ※事前申込不要

催し HUG+（ハグ・プラス）展2018�を開催します！　

※ただし24日は  
　14：00まで

8月～10月の催し・イベントご案内

神戸市社会福祉協議会  新理事長ご挨拶 神戸市北区社会福祉協議会 北神分室開設のお知らせ
　平成30年4月1日、北区社会福祉協議会の北神分室を開設
しました。職員3名を配置し、北神地域の支え合い活動等の
更なる充実を目指して事業を推進します。

　中村三郎理事長の後任として、4月1日
に就任いたしました。
　超少子高齢社会の到来など、「福祉」
を取り巻く環境が大きな転換期を迎えて
いるなか、福祉業界に向けられる期待は
大きくなっております。地域で誰もがつな
がりを持ち、安心して暮らせる社会の実
現を目指し、本協議会は「つながり、支え
合う地域福祉」に、皆さまとともに取り組
んで参ります。今後とも、ご支援ご協力を
たまわりますようお願い致します。

社会福祉法人
神戸市社会福祉協議会
 理事長　雪村新之助

●地域福祉ネットワーク事業　
●ボランティアセンター業務の一部（活動登録、共済加入手続等）
●各種相談（生活福祉資金貸付事業、心配ごと相談事業）
●その他（善意銀行の預託受付、車いすの貸出、歩行杖交付事業※）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※平成30年9月28日まで

主な業務

神戸市北区藤原台中町1丁目2番1号 北神中央ビル２階
北神支所保健福祉課内　☎（078）981-8870（代）
受付時間/8:45～17:15

連絡先



ウェルキャブを常時10台以上取り揃え、カタログ
だけではわからない実車の使い勝手や機能・操作
の確認をしていただけます。
専任のスタッフがお客様一人ひとりのご要望にあ
ったクルマ選びのお手伝いをいたします。
また、カスタマイズのご相談も承ります。
お気軽にご来場ください。

〒650-0023
兵庫県神戸市中央区栄町通7-1-3 2F
神戸中央郵便局西向い
営業時間／午前10時～午後6時
定 休 日／毎週月曜日および第2週
　　　　　火曜日（祝日の場合は翌日）

トヨタハートフルプラザ神戸
TEL.078-366-1616 FAX.078-360-0399

トヨタハートフルプラザは、
トヨタの福祉車両「ウェルキャブシリーズ」の
総合展示場です。

10台
常時展示

第18号
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発行 社会福祉法人　神戸市社会福祉協議会
 〒651-0086　神戸市中央区磯上通3-1-32　こうべ市民福祉交流センター
 http://www.with-kobe.or.jp/　TEL 078-271-5306　FAX 078-271-5366
製作 株式会社高速オフセット

「きずな　 KOBE」では、企業等の広告を募集しています。
広告掲載のお問い合わせは、078-271-5306 神戸市
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A

B

プレゼント
アンケートにご協力ください（応募締切：8月20日必着）
「きずな　 KOBE」第 18号はいかがでしたか？
ご覧になった感想をお寄せください。お寄せいただいた方のなか
から抽選で、下記の賞品をプレゼント !

お名前、ご住所（〒）、ご連絡先（TEL・FAX・
E-mail 等）、年齢と希望のプレゼント名、本誌
へのご感想を明記して、下記までご応募くださ
い。当選者の発表は賞品の発送に代えさせてい
ただきます。

〒651-0086
神戸市中央区磯上通3-1-32
神戸市社会福祉協議会
「きずな・KOBE」プレゼント係へ
kouhou@with-kobe.or.jp

3名様

読者のお声

～第17号に寄せて～
VOICE

●一日7分間のボランティアがあるなんて驚きま
した。もっと時間を拘束されるという固定観念が
ありましたので、これだったら、気軽にお手伝い
できそうです。また、時々役所にあるふれあい工
房でクッキーを購入していますがあまりに美味し
くてつい食べ過ぎるので、少し我慢しつつ、購入
しています。これからもおいしいクッキーお願い
します。� N.Nさん（44歳）

●「神戸アジアンバル～」の記事を見て、幼少年
時代を想い出しました。叔母が南京町で商売し、
亡き母と2ヵ月に一度は行っていました。市内へ
行ったら必ず寄ります。� S.Bさん（67歳）

●森のおうち。ランチの写真に「おいしそう！」、
とっても魅力的。“ほぼ”というのがまたイイなあ。
ぜひ伺って、パンも（いいのが残っていますよう
に）いっぱい買って来ようと思います。
� A.Hさん（66歳）

【応募方法】ハガキまたはEメールで

ハガキ

Eメール

福祉のお店　Green Green より

「フィナンシェの詰め合わせ」10個セット

神戸ふれあい工房より
「松鶴ぽん酢工房　    
 ぽん 酢ギフト」

　今号で紹介した福祉のお店Green�
Greenより、美味しいフィナンシェ
10個をオリジナル包装箱に入れて
プレゼント。有名洋菓子店の指導を
取り入れたオリジナルレシピで焼き
上げたフィナンシェはしっとり芳醇。
プレーン、ショコラ、レモン、抹茶、
紅茶、５種類のフレーバーをお楽し
みください。

　神戸ふれあい工房にて夏ギフト
として販売されている、株式会社
松鶴のぽん酢ギフトをプレゼント。
神戸セレクションに選定された逸
品で、ゆずとすだちの果汁１００％
でつくった濃厚な酸味をお楽しみ
ください。
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